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編集 顧 * 
還 | 


1 ノン フィ クシ ョ ン 作家 


昌和 1A 自 ケッ ト 7 号機 の 打ち 上 成功 で JAXA で は さま ざま な 
御 湊 | が 動き 出し て W 誠 証 還 4 紀 - と っ て 望ま し い 宇 宙 開 発 ほ 
所 う あ る べき が JAX / 剛 吐 何 を 目指 し て いく の か 。 

% 仁 4 か 月 目 を 迎え た 岬 議 履 二 )AXA 理事 長 と は 
旧知 の 間柄 で も ある 本 誌 7 顧問 で ノン フィ クシ ョ ン 作家 の 
山根 一 候 #* く り と 聞い た 。 


( JAXA 東 』 理事 長 広報 室 に て ) 


宙 航 空 研究 開発 機構 JAXA) の 機関 誌 


ー JAXA's( ジャ クサ ス ) を お 届け し ます 。 


JAXA は 、 我が国 の 宇宙 航空 分 野 に 関す る 研 

究 開発 機関 と し て 、 2003 年 10 月 1 日 に 宇宙 科 
学研 究 所 、 航空 宇宙 技術 研究 所 、 宇宙 開発 事業 団 と いう 3 つ 
の 機関 が ひと つ に 統合 し て 発足 し まし た 。 


今年 、 2 月 2 日 、 鹿児島 県 種子 島 か ら 衛星 ひま わり 6 号 」 を 
載せ た ロケ ッ ト 「 H]IA ロ ケッ ト 7 号機 」 の 打ち 上 げ を 行い ま 
し た 。 さら に 、 今後 も 、 野口 聡一 宇宙 飛行 士 が 搭乗 し た ス 
ペー スシ ャ ト ル の 打ち 上 げ 、 X 線 で 深 宇宙 を 調べ る 探査 機 
や 地球 観測 を 行う 衛星 の 打ち 上 げ 、 小惑星 の か けら を 回 収 
し て 地球 へ 持ち 帰る ミッ ショ ン な ど を 迎え よう と し て い 
ます 。 


これ まで も 、 新聞 や 雑誌 、 テレ ビ 、 イ ンタ ーネット な ど を 
通じ て 、JAXA の 研究 開発 の 成果 を ご 存 知 か も し れ ま せん 。 
し か し 、 ロ ケッ ト の 打ち 上 げ の 裏 に は 、 最 先端 の 技術 、 関 
係 者 の 熱い 思い 、 そ し て 多く の ドラ マ が あり まし た 。 こ れ 
ら に つい て は あま り 知 られ て いな い の で は な いで し ょ う 
か 。 これ か ら の プロ ジェ クト で も 同じ で す 。 


私 た ち は 、 みな さま に JAXA の こ 
ど 契 も つと よく 知っ て いた だ き 
た いと 考え て いま す 。JAXA の 人 、 
JAXA の 技術 、 JAXA の すべ て を 、 
この JAXA's に 込め て 機関 誌 
JAXA's」 を お 届け し た いと 思い 
ます 。 


新しい JAXA の 機関 語 JAXA's」 
ジャ クサ ス ) に ご 期待 くだ さい 。 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 
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込め た 気力 と 技術 と 
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浅田 正一郎 
地球 の 裏側 で 
打ち 上 げ 作 業 は 
完了 
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Keiji Tachikawa 
電話 公 六 後 の NTT) に 入社 。 


宇宙 航空 研究 開発 機構 JAXA) 理事 


11 月 、 JAXA の 理 委 


日 本 電 1 
1999 年 、 NTT ド コモ 代表 取締 役 社長 


2001 年 、 宇宙 開発 委員 会 委員 非常 勤 )( 


2004 年 


岐阜 県 出身 。 1962 年 、 東京 大 学 工学 部 電気 工学 科 卒業 。 


装 三 mn 世 ト JH6 公 (第 )” も 
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性 @ 豆 提 配 幅 @ 壮 や 8" 上 攻 G 


こ 


HIIA ロ ケッ ト 7 号機 は 、 2005 年 2 月 26 日 18 時 25 分 


種子 島 宇宙 セン ター か ら 打ち 上 げ ら れ ま し た 。 


ロー ネー@ 据 つっ 皿 公 0 妹 名 で 
し 

ヨ 避 ロト ラ 上 引 jpNv い つき ン 
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G そ りつ や / 愉 " JJ) 心 っ 心 職 卿 
し ゃ せ 揚 譜 つ し や 窟 ふ 閉 選 妃 も hG 
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Kazuma Yamane 
ノン フィ クシ ョ ン 作家 。 1947 年 生ま れ 。 
東京 都 出 身 。 狗 協 大 学外 国語 学 音 
日 本 の モノ づくり の 底力 を 解き 明か メタ ルカ ラー の 時 代 」 
(『 週刊 ポス ト 』 連載) は 連載 660 回 を 記録 し 、 
1000 回 を 目指 し て 継 
宇宙 航空 研究 開発 機構 JAXA) 嘱託 。 


JAXA が 開発 を 進め て いる 世界 最大 級 の 地球 
観測 衛星 ALOS。 2005 年 打ち 上 げ 予 定 で す 。 
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ヨ 革 「 所 堪 稀 條 由 」 公 融 款 つ " 憶 
党 麗 忠 S 語 雪 G 選 SG 下品 で 層 
ぶ 罰 べ 色 師 属 G 男 能 只 史生 6 
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2007 年 打ち 上 げ 予 定 の 地球 観測 衛星 GOSAT。 


地球 温暖 化 の 防止 に 役立つ こと を 目的 と し て いま す 。 
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ロ 押 りつ” 臣 ふ ロ 固 軸 作 で し っ 
刀 の と mー で て 條 門 MLPIN で へ 
公 加 人 ン で 刀 色 了 民国 
作 公 6 つ 妨 ”( 間 ) 

「 喉 合 ) つ し じ つ 0 刀 の う 心 公 7 
無人 ふ やや で し つ 尋 る で” 円 正 
由 い し RK 公 嘆 で No) せ 昭 で SS 
公 D 刀 で 昭 0 し っ 刀 Q 選 0 十 全 
QS で SS 人 0 で SS 岩 骨 中 SS 人 J 
うし めく 公 Q」 "の レ mー 
< 貞 引 崩 出 池 G 革 條 くく や 
芳 公 親 闘 旬 喉 入園 和 ws" 

ーー マロ か と 6 の mmー マ て 
や "| 判 写 所 G ロ トレ 「 エ ーー 
ロト か 」6 較 手 ロ トト ドー トード 


上 ふ ( の m) 玖 半 区 O 貞 jp6 も" 
羅 Q 地 6@ 融 野 和 RIK 田 選 和 へ 代 ミ 
G そ 尉 Sw 期 挫 つ し っ jp" 

「 毅 聴 田 R 選 地 と つつ 刀 刀 る ロ て 
信 さ GE 宮守 で ndG 咽 会 エーーG 
の レレ m パ で さや KK リン 6 つ 束 " 
IJG 刀 る "で ロ 情 つじ し へ く 信 さき G 
疎 画 避 衝 和 と Q ロ 素 宮 は jp ト 


いふ ー く を さっ うっ 心 男 槍 鬼 
め 16 つ 刀 」 コ (Go) 

エーー マ ロト か し で 所 o 
諸 欧 興し 忌避 二 王 容 克つ じ っ 
6 つ ” Q 蓋 邊 記 っ し っ ie の 
mー マ や 4H じ 思 暑 ロ 問 つつ 
刀 " つつ 名 つ " へ 代 さ 選 固 会 虚 ご 
シン で te 天 ゼ " 忠 中 字 台 0G 台 貞 


の ロー で 
SN 8 届 7 


エーー マ HEPZNHAHNZ ホー ズ 首 出 忠 引 筑 中 


世 岬 


交 負 aaojpGSCQG し " 


トー ふ 芝 厳 の) 明 全 
敵 和 mm し 晶 隊 和 翌 で 陣 還 


「o 中 酸 @G 雷 指 較 困 包 相 し や 7 
へ K さ 中 公 臣 っ 刀 県 頭骨 
や せ ヘ ホー トー 和 ふ "の レ mー マ て 
@ 選 趣 毅 態 和 RIK ロ マ ぃ 足立 公 
2Q 起 量 Ne 刀 お 地 掴 つじ っ ぃ eo 
湯 如 串 G く 心 SS 帳 豆 り し めじ っ 
Ne ホー セミ TI へ や か テ G セ 宮 
誠 し じ 玖 0D 台 麗 他 へ ホー 
私 一 入 忌 芝 息 り 記 けつ 補 」 

濁 QQ で 刀 條 一 尺 約 p り 7 
の ymー て 6 赦 贅 公 失 語 yy で や 
n@ 環 編 公 叶 .Q で He つ 台 "(人 間 き ) 
NG 礼 公 環 尽 じ SNer)) 居 可 
刻 や NG る 詞 映 公 中 ふ 時 で 
つ 妨 " 革 捉 や で や 円 醒 31 ト ー 尺 釣 
記 湖 ke 6 環 過 震 旨 運 忠 つ 
6s" 


固体 ロケ ッ ト ブ ー ス タ (SRB 入 ) 分離 の 瞬間 。 


H]IA ロ ケッ ト 7 号機 の 打ち 上 げ で は 、 
多く の 関係 者 が 固 嘩 を の ん で 見 守っ た 


全日 -IIA ロ ケッ ト か ら SRB-A が 
分 離し て いる 様子 で す 。 


P 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー に お いて 行 


HIIA ロ ケッ ト の SRB 
の 燃焼 試験 。 改良 型 の 燃焼 試験 


は 3 回 行わ れ ま し た 。 


な われ た 、 


「 で te 押せ 尊 「 に で 1 トト 地 C 
じ っ #es" 1 トー 尺 公 つり 公 っ 己 で" 
で 公 寮 電 人 2 人 G さ し 夫 で 8 口 釣 
閣 ね 押 きっ 所 で" 介 回 る ユ 由 
買 幸 G 地 っ へ 人 K さ 公則 で 拉 つ 
刀 ” 所 回 や 選 回 公 宮 で he 咽 全 る 
や ン | 5.QO 公 SS っ " 子 針 宣 
や っ ろ Q で StJ 人 中村 了 で "で 
り 扱 つ 量 恨 理 凌 的 提 選 し 爺 汰 
聞 選 公 "2JG 形 寺下 G 忠 公 Q 
嘱 jp で 84Q 式 尿 の っ 心 
L 掘 人 ン ふ ぬ 還 Ke) 勾 貞 肛 SS 
ぐし しゃ” で 公 Th TAHN と の つう 
JpG し ね SQ」 


h2J*pRQ ぐ 
いい S 記 No てく 出 円 


甘く 名 55G 加 "日 
呈 ( 搬 公選 唄 で 妃 鍛 呈 ) 6 較 
舞 お RW 電 っ し っ うつ 刀 " 

「 屋 選民 財 人 .n ミ Hu ほ G 男 個 
ロ 詐 ふ 明 く し っ 6 つ 妃 色 7 親 闘 セ 
都 許 稼 公 ン レ 臣 羽 色 條 公 Q 
や うっ" ト ネ XRG 形 寺 斉 S く A 
N さ や 居 咽 S 公 2 午 環 選 融 称 
朗 還 つ や 8 しわ 」 

「 岳 蝶 器 ( 蝶 語 MnlPxgIReke ト ー 


場合 、 地 


上 の 安全 の た め 指 令 電波 に より 品 
ケッ ト を 破壊 し ます 。 


参考 2 


た 


常に 地上 局 に よっ て 監視 し 
き な く な っ 


て いま す 。 ロ ケッ ト が 故障 し た 
り 、 異 淀 飛行 を し て 予定 の 飛行 経 


路 を は ずれ 、 地 上 局 か ら の コン ト 


N ロロ T 攻 呈 
ー ル が で 


参考 1 
打ち 上 げ ら れ た ロケ ッ ト の 飛行 状 


指令 破壊 
ロケ ッ ト の 原理 


況 は 、 
ロ 


膨らませ た 風船 は 中 の 空気 を 噴き 
出し て その 反動 で 飛び 回 り ま す 。 
これ と 同じ で 、 ロ ケット 内 の 燃料 


を 燃やし て 燃焼 ガス を 噴き 出し 、 


候 う ) 刀 J 四 因 器 @ も へ ロレ 
| 授 ロミ 0 や te 選 求 6 釘 他 G 
性 ロ 6S 公 0 妹 ” 避 扱 辻 玉 
Ne っ) っ ろ 候 押 WU 交 ふつ 刀 も 57 
判 証 6 * ペ 日 呈 相 人 っ 、 り 観 わ 
じ M 由 皿 つ っ で の を SS っ 公 ら 
因 つ つや 」 

尽 け っ し ゃ 路 尽 由 会 や no 
押 ロ 補 赴 に 也 公 Op" 

「 ん や ふさ ロト か ヶ ゼ 具 つ ろ し ね 
人 凍 TTVEEENISJESLWSIICEW 3 
ぐり 稔 玉 し ne 崇 幅 で 婦中 
っ 昭 っ fs” 皿 穫 0G 虹 内 交 
つ っ 愉し" 着 編 つじ" かれ さ 稚 
ャ ー:jp 人 [し d 生 公 鶴 祝い SS 
人 She” 青 早 密 素 りつ や る 」) 甘 捉 ヤ 
ヾ ぐ 部 寺 せ rete し る 革 GtC" 

「 辻 置く し 針 里 4S じ し つ HenG 
SD っ 心配 し じゃ” 癌 6 判 
し しく ぐ )) は で 0 レ つ 門 
由 AJp 刀 40 は 紀 つ 宙 っ " 所 G 判 
りつ で 公 ふ で 0 吾 ビ っ ント J 
う 公 癌 6G 中 弓 昭 D し っ 
6 ね 」 

| 四 つ レ ロト ラテ 鯉 列 問 で 
n じゃ 刀 思 "うろ Op 拉 肖 GS 貼 


ヾ デー テー 


2J や 840 唱 昭 っ 恒 や し っ ec" 


ベル (釣鐘 型 


改良 型 
ノズル 


参考 4SRB-A の 改 良 点 


この 温度 に 耐え られ る 、 
そし て ロケ ッ ト に 使え る よう な 軽 
く て 丈夫 な 材料 は 存在 し ませ ん 。 


の 燃焼 ガス 【 


耐え る 工夫 
の た め 、 ノ ズル 部 分 を 冷却 剤 


で 冷や す 設計 、 あ る い は ノズル 


で す 。 


* 上 折 


司 / 束 
SRB-A の 燃焼 ガス 温度 は 約 3000 


部 分 が 一 部 溶け て 蒸発 する こと 
を 織り 込ん だ 設計 が な され ます 。 
H-IIA ロ ケッ ト の メイ ン エ ンジ 
ゴ LE-7A」 を 含め 液体 燃料 ロケ ッ 
ト エ ンジ ン は 前 者 の 方 式 で す 。 
SRB-A を 含め 固体 燃料 ロケ ッ ト エ 
ンジ ン の 


噴き 出す 部 分 を ノズル と いい ます 。 


その 反動 で 飛び ます 。 燃 焼 ガス が 
参考 3 


度 
逐 
ー 


1 性 


こも 、 


分 離し な か っ たため 、 飛 行 中 に 指令 破壊 され て いた 。 


分 離 失 敗 の 原因 を 追究 する こと に 全力 で 挑ん だ 
SRB 必 開発 責任 者 の 中 村 富 久 さん 【 


HI A ロ ケッ ト 6 号機 は 、 SRB 入 が ロケ ッ ト か ら 
や っ と 和英 が こと ぽ ばれ まし た た 。 


燃焼 ガス 


4 板 厚 の 見 直し 


スロ 上 部 分 の 耐熱 部 材 の 
範囲 拡大 


/ 


ノズル の 形状 の 見 直し 


カル 円 雛 ) 型 か ら ベ ル 釣鐘 ) 型 へ 


紀 | 


燃焼 圧力 
を 下げ る 


孔 が 空い て 燃焼 ガス 
燃焼 ガス 


が 噴き 出し た 


方 式 で す 。 


多く は 後者 の 


4 紀 


穫 さ 穫 表 毅 G し GS 
期 六 


「 人 回 G 忌 Q 十 中 窟 玉 で Kー 
て I ト マ へ 居り 昭 0 し es 握 回 出 
KS ん に K 選 四 い ) つ " 配 証 せ 角 時 半 
田 GJiJQ8 し 論 公 D 刀 の や p 
人 SD し 各 つ ふ JJ か さや ハモ キ ー 
交 壇 つり っ 6 つ 妃 」 "選ぶ の つ 
妨 志 樺 し エーー マ ロト ハラ ト 中 股 
GS 忌 1Q 十 中間 鷺 ふ 時 no 形 田 円 | 
語 や ぐ ” 皿 。QW「 ロ よ ヶ 臨 窟 」 
3 車 te ロ トー | 震 G べ 地 し 
公 ” 條 回 G 忌 1Q 十 下 容 選 せ 「 柚 
や や p や りつ し p」 盟 ふ is" 

「 必 宏 や INTT さ 選 占 つ くし っ 
Ge で し" 尼 公 つ 。QZINT や 名 型 
物 刀 の 也 60 つ を りう 心 
居 地 JQ ロ SNe" JG 志 時 ロ せ 4 
人 や ぶさ ミ ヘ ロー トト で へ や の のり ロ ボド 
交 絢 虹 も Ne ズ 公 醒 で じ っ ぃ te" NG 
っ 心 て で ぬ の 中 ー ス 學 団 くし を 
n し っ ぃ ne ふ JJIJQ ロ 中 露 輝 弥 補 わ 
じ う っ 6」 

うっ エーー マ ロト テト 
叩 琶 G 選 iQ 吉 告 ス 和 さ 6 式 
問 し つっ " 

「Qooup 世 陣 ペ 章 " ロト. と や 嘱 
配 じ G 束 章 . 尽 J0 二 現さ ep" 
NP で S 聞 秘 束 地下 し っ 公 S む で 
46 ぐっ ろり っ / 居 葵 や 介 16 つ 


宮 し 6 畿 旨 堪 や " ー 結 公 公 No 
年 押 o 公 臣 じ いふ へ ト つづ 総 jp 公 
押 択 つじ っ 9 つ 玉 "8 叶 G 了 " 
呈 せ リー ふ 旭 鳳 S” 琴 凸 作 喉 で 
で っ 抑 品 っ れつ " 

「QG 引 jp 坦 証 jp で 社 公 公 O 
じゃ p っ っ "し っ JJSQ 総 し 
や p し め 16” 未 記 0 で 刀 補 配 " 素 
名 4Q で 妃 吊 往 し 容 時 交 下 KG 公 
2J 心 忌 公 枝 塞 押し 更 Ne の 避 せ 昭 
っ "人 や 福 公 2QMLS や 2)“ 
務 G 四 明 竹 し M 叩 東上 ee トー 
や さ G む や 画 w 公 来 條 つ " 蓋 手 ロ 
し 選 ふ や やじ SNe ト ー 和 ミネ 
間 琶 性 G 革 選手 ユ 史 くし 壁 素 
つじ し dH 手 刀 ロ 馬 つ Q く し ゃ " 臨 
界 @ べ ゼ 聖 箱 択 つじ 6 つ 妃 」 

「 忠 望 説 押し 6" iJG 購 由 世 で 
n ズ 公 細 " 暫 G 地 選 下 玖 半 羽 
義 尋 里庄 4CO 選 ” 皿 償 公 庄 秦 
し ゃ SS っ 箕作 や 媒 G べ @GWE 皿 
hG@ つ 公 で っ” M 皿 し yte 公 りり ろ 人 心 


さ 


4JIJNP ド % つ ) 表 尺 補っ 


ミ 


仙 央 地 40 は SS で 刀 で し 」 ( 稚 間 こ ) 
計 細 G 男 聴 製 NN レ 


エーー ィ マロ トト テ 6 忌 選 二 王 
ホン G 垢 普 公 上 で D し っ je 
IJ で 6 し や" 電 半 人 欠 D で 人 y で 下着 
ぉ te 生 お 避 骨 直交 地 し 哲二 つ 
じじ っ 6 つ 妃 ” 企 回 "エーー マ ロ 


呈 空 着 


で | 央 国 世 公 光 肛 じ つ 叉 ” 
っ 記 貼 家 只 公夫 や 16 つ "日 拉 


し 川 准 幅 日 閉 療 福 人 幸人 咽 量販 環 K ト マ 午 年 度 財 仔 革 還 寺 科 
人 bm エーー マ < ロ よ 忌避 二 ホ ーK 志 回 騙 早 模 嘱 相 間 AH フン 失 昌 


1 所 朱 田 円 | 呈 


ミ 公 0 | 喘 層 は 8 | 可 ロ 生 
NQ 心 耳 、 り っ 心 窓 し” 警 宰 る せ 
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向かっ て 突き 進ん だ 彼ら の 知ら れ ざ る 想い を 、 


統括 リー ダー・ 浅田 正一郎 さん が 明か し て くれ まし た 。 


絶え 間 な い 努 力 が あっ た か ら こ そ 。 


NG 
玖 で 
尋 び "人 J で 6 し 因 こ 結 和 6 。 よ テ 6M 貢 幸 G 忌 了 HGQS" ロ 環 日 公 媒 笠 G 固 悪 p 中 Ke つっ 260) っ 6 つ 妃 」 (<) 二 f 著 5 
球 毅 し 和 SSH Py OUJS し よっ 必 療 第 @ 講 規 不正 の つ レー GE 只 祥 刺 栖 人 人 さ 6 つ ぬ "お ロ ERZ 悦 填 W poJpN ロ K anG7GD 
私 x 科 0 SQNPTJ 公 <QH6 尋 時 本 っ 玉川 舞 机 日 淡色 龍男 品 型 補 SM IJAQ 色 棚 交じっ ey SRZGiJAJ 脚 了 OM 切っ 折 中 貞和 起 避 うら 
人 ぐ HESNGRO 各 9 っ  G 弄 凶 uo 蘭 蛋 日 Nste 避 中 jp 税 さ 補 さり 償 人 0 レン 形 WP2n 下 人 回 Gisin- お お で 還 
9SH9 つ あさ RG 双 RRRSpO 癌 補 p 有 な 地 mN6- "だ ロ cevo rt で ロ 杭 宗 ロ 科 届 窟 け 和 朋 人 箇 % 宮 本 Sp だ 亜 そ いら 皿 選 の 
信心 人 っ 心 鶴 つ し つ 刀 名 2Q」 「 っ nQ ぐ 5 配 公民 で 6 人 Pe つ 民 "AM ペン GBS) 殿 田 や くき 孔 fe 持 陣 王家 辻 加 臣 


「Nvn へ し を 嗣 折 や きく し し 
さっ ろう しゃ 」 

he マル ニ リ い よい PreKOET NIS 
配 :′ 所 田 や ヤ ベ ゼ 疫 中 咽 革 合せ 
ふ ー ロ Se を 塩 牙 酸 れ し 嘱 じ っ 
6 つ 尋 ” 路 欄 je し 尽 公則 ke 公 で 


ト IJAJ 色 し 穫 由 っ 6 
「 巡 ke くめ JJ や を で 選 S の っ 


公司 せ 地 と ン し じゃ p 選 で he し つる 心 " 
MP 必 っ 心 る 心 ロ ドド 還 攻 人 G ロ ト ー 
唱 6 人 科 じ 4Q 下 符 他人 る @、D し っ 心 
共 加地 0 し っ 公 宮 っ うっ 
で 」 押田 や SG 搬 せ 昌 es" 
「 上 性 @ 押 圭 地 G ヽ くさ ゼ 幼 


G 提 径 SD やり 昭 (で) 課 法 
IJG 判 四 り らく 0 し 公 2Q 軸 時 "性 


つじ | エ さ へ 私 A や SS 相 濾 交 つ 
じ 近 つ っ 理 謀 ゅ 銘 信 や で 8」 
信 田 や で や ゼ 組 へ ep" 

「 ロ トト 6 辻 宗 押 りら っ /nG や 7 
悪い 〇 し っ ne 補 本 で 填 典 人 K さ 
Jp 償 選 CD し つつ He 心 つ ” 型 S jp や 


SQS っ” 昭 っ SS 公 Qp  Q 環 画 和 0 ポ く し ゃ 公 S ユ 他 っ ろり 昭 っ 。 シン シ ふ ロゼ くし 公 ふ 天 っ CSQ 
下 昼 りや る で し 押し じゃ に 私 6 ト ネ ペド 公 Q 組 べつ し っ で 刀 失 絞 She 昭 っ ” 條 せ 
昭 郊 と.Q っ 中 換 Q 掴 っ し 中 Ne 刀 加 8 表 獲 填 葉 JA0 和 を で ン 4Q ろ っ 。 ト 叩 撃 G 選 iQ 十 中公 宿 忌 つ 如 5 


公 ふ し ない 選 ふ つじ っ 6 去っ 
3 ベン つ 丸 4Q 架 p16 刀 I ト AA 本 


心 鶴 の し つ 如 民 」 3jo 弓 は こ 回 G 吉 和 し 四 つ ろ っ 口 へ 選 電 記し っ 色 や で SQS 
タ 3 中 の で,/ 了 ン 9 し タン 古 

ト J で 公 人 の 公民 軌 FN 3 Po) 較 JR IO 

呈 へ や KO っ JO Ss1J ン 域 坦 押 会 秀 0 し っ ne で 短 昭 D し っ セ 」 

ーー し " 世 旧 己 うじ" 部 旭 品 し 殿 田 SuttOSAJpne ロ ヘン 

「 ロ トト テン ゼ 窒 咽 玖 環 玉 ko 刀 S SS うっ 頻 誠 6 坦 ne 盟 李 圭 選 公 っ ろ 近 寺 軍人 回 G 選 Q 二 全 窟 選 ロ 回 

GS 由記 し S さ " 形 寺 R 選 過 人 Se 中 固 や 玖 や Hf6 村 "2J ト J 公 隊 昧 公 玖 語  J2JH6Q 和 表 GEQ 二 S 旧 選 む 紀 了 

部 po 上 SD し っ He" て へ 凍 じ 信 つ NeJJ 欠 表 訪 し jn*6" We し し ロ | 拉 次 二 つじ っ Ne 当 
四 日 
NO Il 
臣 


二 
IHI 
エア ロ 


スペ ー ス 


三菱 
重工 業 


参考 2 H-T A ロ ケッ ト (【 
皿 1 
重工 業 


ピ 
| 
hN 
団 
G 
S ら 
13 

| 基 氷 包 人 S 舞 民 避 相 仁 

g や そ 選 己 に 心 衣 GS 

は 征 

宝 の 井上 椅 J 

則 選 @ 下 避 負 3 汐 拓 と 

業 @ 電 で GS つ . 属 

ト 。 も 附 ロ P 各 葉 安 局 

Oo 困 M 則 踏 。 ふ > 弁 才 

て 匿 . 電 豆 組 基 / 自 

Q KS ン や つ 弥 琶 半 

1 前 

< きせ Q っ 多 A つ 牙 

客 SP 尽 選 G よ ト 葉 ら 

の 糸 土 中 や ロ 光 皿 口 ら 周 


15 


INTERVIEW 
特集 


| 宮 咽 G 愉 謀 Q 固 占 し 
明 際 つ し っ | 


Q 忠 還 枝 o 韻 較 人 閉環 
凡 環 や せ へ 上 ふ 一 公 Q 渦 や 壮 C ポ エーー 
て ロ よ テト 叩 繋 や 要求) 購 販 人 
人 つ し 則 ロ 艇 x じ っ め つ 選 " 
NG 加 " 着 稀 6 区 扱 宮 " 怪 来 中 へ G 


む へ 中 TSte 馬 ME 呈 ビ 拉 葉 本 
吐 箇 で や エーー ィ ロト テト 叩 
鞭 公 や へ 中 そ 条 皿 恨 6 ヨ 還 公 Q 想 
SteG 届 是 D し っ 所 つ 刀 "(S 間 こ ) 

む へ 中 FT 叫 " ロト 公 G 憶 
Q で レン ti トー ふ 交 了 幅 本 NetJ 
うり ウロ よ Sz 公 中 條 環 人 へ G ロ ー ド 
9 肖 選 つじ うぃ @ 公 人 心 公 移 彰 皿 


つ " 忌 選 SSR トー ユ 居 門 hG 
ャ く ヘー ロト テス) 楓 「 る He で 
ュ ふ o 叩 」 公 不意 で 由 環 氏 記 ら 将 
二 で keG 旭 正 喘 Ke) ロ S 
n し っ 6 つ 丸 ” ホ ユ ネ 御 公 野 笑 k 
Ne む へ 中 エ 条 中 NG 個所 EG 
ト へ トト 色 "ロト て 公 Si トー 
和 ふ 交 取 M 由 し め Ne で 心 ロ SeG や 
選民 中 公 Q 中 人 の 人 玩 " 構 咽 G 條 
問 人 名 選 で SteG ゼ "中 0 十 呈 公 Q 
下 "ivG 皿 で 生 人 る ー こ し" 
「 舞 中 瑞 由 環 せ へ ヘー 人 S 刀 
ロ よ ヶ 下 咽 中 し 6" 忌避 二 S@ 
ご 意 シ で っ 所 公 .Q 忌 選 十 呆 
G 着 灰 醒 下っ " こ 北 還 半 4Q 
っ 捉 公 Q 喘 秒 可 路 革 半 委 せつ We 
ふも” PGIJAQ お へ 中 そ 条 叫 し 
Jp^ AA 政 下 的 ロト 色 球 te 所 
忌 は 尽 む 刀 や" ロト 公 /QG1 ト ー 
入所 選 で うり 也 MM じ り Ke 6 や 候 ロ 
褒 握 G 嘱 油 S 良 NHANSS 和 
つじ っ つつ 尋 " 選 Q 二 生 届 せ 敵 
貼 瑞 を そ 埋 功 " NKKD 給 No 
表 M 叫 倒 ロ Az 訴 弄 昌 っ 邊 ー 
入 也 MO し "6 守 呆 公 JO 
2Q お へ 中 そ 条 p 上 RG し や 所 
"ロト 6 納 引 せ 也 氏 中 羽 映 
ふっ 心 楽 呈 公選 4 で で し つ 
8 も ト AI ト トト 6 芯 p 状 羽 政 
8AQ 心 っ 門下 0 し っ 
つ 尋 」 様 葉 で 

「 記 会 嘱 し じ っ 野 臣 天 位 は 87 中 
ユネ 邊 宮 G 詳 揚 穴 羽 補 っ て < 詳 
握 G 守 叫 装 G1 ト ー ム 公民 
民 で 6" ト 邊 政和 一 入団 
se 握 G 球 や ” 畠 困 し 賠 K 
や 「 つ ンコ OO マ ( ト AL ) 


革 


の る 


ご ed も 十 錠 
RT 


由 環 玖 へ K ト 性 葉 妃 咽 周 臣 出 油 褒 中 


拉 皿 軍 叶 和 


0 し っ 6 本 "に へ 政 下 人 色 ロ よ 
ィ 4 租 中 ソト ー 尺 公有 ME で hG 
ュ J kJ で 公 了 還 は ささ 「 コ OO マン 
(AS)」6 某 端 己 押 で や 也 二 " 
ゃ "所 咽 会 敵 で ho 計ら" 
NG 固 悪 ロト トラ 公 Q 羽 0 で 
レン hGTJAJ は 0 っ 6 つ 妨 」 

を や ふさ か さかや ヘ キー3SO 刀 7 
控 較 させ っ っ es"「 ロ トー 
交 喘 尽 は 0 公 NRN6 ふ て へ 
7//KQSS っ や 渦中 ー 邊 宮 


HH]IA ロ ケッ ト 7 号機 は 、 衛 時 ひま わり 6 号 」 を 
宇宙 空間 の 所 定 の 軌道 に 投入 する こと が その 役目 で す 。 


き て は じ め て | 打ち上げ 成功 」 と な り ま す が 、 


その 情報 は 、 地球 の 裏側 南米 チリ で 待ち か まえ て いた 


か で 
萩原 明 早 香 さ ん か ら も た ら さ れ ま し た 。 


丸 


回 


衛星 の 分 離 が 確 


ぐ 崩 誤 ジ 


MI] 


や 普 男 的 公 ト 装 畠 つ し っ 6 つ 
刀 ? 区 路 つ つや で jp 足 回 
や p ユ く ー も ふさ 學 由 し っ 6 つ 如 
SQ」 

忌避 二 生 の 作 下 に AI トト せ ロ 
よ か テ 舞 上 " 人 トー ふ GHWD 色 やせ 
わ H6K@ り 擦 匿 や で 6 早 皿 醤 慌 G 
出 中 ふ ー 圏 固 十 し 人 トー ふせ 忌 
り 鷺 還 り 償 で ふつ 玉 ” 宮 咽 條 庶 
G 模 証 @ 圏 悪 せ 弟 @ 中 中 ふ 一 圏 
回 ね ん シ 皿 で 6 つ " 

「 紀 咽 GQ お 垢 和 固 占 し 吉 喘 つじ 
っ 」* 擦 共 くせ 閉 貼 画 凡 環 
や ゃ へ 上 ふ ー@ 稀 貴央 唱 器 由 つつ 
刀 ロト タテ 0 二 和 SG 鶴 宗 公 里 
喉 や で や 蝶 配 し つ ” 画 是 風 し じゃ 
Ui や Sm まく 82 い ES 
由 量 政 公 中 陽 中 丈 つ 7 臣 
ふし や 赤 直 公 二 会 ふ 字 つ 刀 7「 瑞 
中 咽 塞 G 摘 中 く < ト ン も へ 製 つ 
下 由 倒 押 っ し っ ieG 公 画 ト JN 
6 つ 妃 」 


発射 後 約 40 分 02 秒 後に 、 衛 星 の 分 
離 が サン チャ ゴ 局 で 確認 され まし た 


屋 SG 
TH ホー へ 還 へ 


擦 了 や ぐせ 鬼 記 エー マロ よ トス 
ティス) 弓 咽 @ 形 圭吾 で へ AhHー 
K 政 本 hG 出 崩 つじ っ も 公 
條 回 選 4Q 十 呈 如 客 咽 「 る He で ふ o 
串 」G 周 想 形 で で ne 議 @G 弁 交 
ロ 剖 で で 8 りお pS さ 6 つ 丸 "ip 
G 納 p 史 ふい " 條 回 ZIhihAG 
中 匠 環 和 りり や ロロ ま へそ 条 叫 
上 葉 串 や で 刀 G し ゃ " 

「Qm 選 りら 還 必 章 ne つじ" 
喉 弄 爾 掴 つ G 色 下さ し 
"で 公 Q 條 回 G ロト > 型 貴 
尽 回 jp 旋 堅 うし っ 6 つ 尋 」 擦 
葉 や ペ "「 還 性 六 中 し ゼ 表 抽 人 
0 人 n2U 此 還っ fes" 敵 由 
瑞 し や 刀 っ 刀 っ 喜 Go 癌 公 Q 必 選 
o 同 配っ Q っ QOS 訪 渦 つっ 
9 お へ A ホ FT し ゃ だ ロ 4 で も 
じ 敬 の 闘 公 Q 宮 Gioj6 し "も を 


チリ サン チャ ゴ 局 


じ 敬 部 し 年 聞 提 つ つつ 妃 」 

「 人 回 G む へ 中 そし G 過 牙 ゼ "^ 
欠 旬 (nH6 と ろり 刀 昭 っ 選 」 
ュ J 擦 較 で く や っ っ 6 

「 む へ 中 そ 条 中 ) っ /nG や 7 記 刀 
必 っ ママ そう ホネ 邊 @ 首 貴 公 
| 性 は SC し せ や の ぶし 人 一 入選 也 
MaNetJ) 公 し め 拉 必 " T/7 昌 日 
ホー ハ AT へ 公 じゃ p 半 凡 G し " 
楓 中環 名.QG 下 代 で 還 必 呈 し 
6” で 押 量 し ホ ユ 御 守 ロ 
中 ee 本” 中 ユ 凶 宮 公 季 年 壮 押 
ロ 最 neG ぜ KK て て へ 明 し セ 」 

喘 選 TH トー ハ AT へ 公 
壮 つ っ JJjp 人 ST 刀 も ひし p" 

「 や で 2J” DJnG 選 yp 論 仙 し 
最 ぐ し | 路 憧 GSG 國 
っ 304G ふ めで 玉 ろ っ じ っ 妃 
8 り ” 度 恨 61 トー 齋 馬 幅 じ 
つや” ホネ 匠 @ 許 中 GR 
っ) | 持 は S0 年 普 倒 じ め 刀 
っ 心 め 宮 振 多 補色 給 ユ 6 つ 立 」 


静止 


号 を 受信 する JAXA の 受 


設備 が 設置 され て いま す 。 


チリ サン チャ ゴ 局 は 、 チ リ 国 の 
首都 サン チャ ゴ 市 の 郊外 、 チリ 大 
学 の 追跡 局 に あり ます 。 ロ ケッ ト 


か ら の 1 


使い 、 職員 を 派遣 し 、 チ リ 大 学 の 
協力 支援 を 得 て 、 衛 星 の 分 離 を 確 


衛星 打ち 上 げ の 時 は 、 こ の 設備 を 
認 し まし た 。 


上 


N ロロ T 攻 呈 


参考 1 


ロケ ッ ト の 追跡 


トー 
き 


宙 セ ンタ ー か ら 打ち 上 


に = 


ー す る よう に 


を 


詞 
二 同 


種子 島 


げた ロケ ッ ト の 飛行 状況 は 、 種 
子 島 、 小笠 原 、 ク リス マス 島 な 
リ レ 


どの 地 


し て 順次 、 種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 
へ 送ら れ 、 同 セ ンタ ー の 指令 管 


局 も 必 


結 


国外 の 電波 受 1 
要 と な り 、 海 外 の 宇宙 機関 大 


学 な どの 受信 局 を 利用 させ て も 


ロケ ッ ト の 打ち 上 げ 追 跡 


衛星 に よっ て は 、 国 内 の 地上 局 
を 行っ て いま す 。 


制 塔 RCC) で 監視 され て いま す 。 


の ほか 、 
らい 、 


ご 


[ 層 朝 北 ] 宣 電 


こ 、 種子 島 、 小笠 原 、 ク リス 
続き 、 チ リ サン チャ ゴ 


ー 


こ お い て 衛星 の 分 離 を 確認 し 


今回 の 打ち 上 げ で は 、 図 に も ある 
まし た 。 


よう !【 
マス 【 
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INF ロ RMIATION 4 


JAXA 各 事業 所 の 
一 般 公開 
「 科学 技術 週間 」 に あわ せ 、JAXA 
で は 毎年 、 各 事業 所 の 施設 の 一 般 
公開 を 行っ て いま す 。 今 年 も 、 普 段 は 
見 る こと の で き な い 実験 施設 、 研究 
設 の 公開 を 行い ます 。 また 、 科学 
実験 、 工 作 教室 、 施 設 操作 体験 な ど 
子ども か ら お 年 寄り まで 楽し め る 、 い 
ろ い ろ な イベ ント を 計画 し て お り ま す 。 
お 近く の 方 、 関心 の ある 方 は ぜひ 
ご 訪問 く だ さい 。 な お 、 一 般 公開 
の 詳細 に つき まし て は 、JAXA 広 
報 部 、 各 事業 所 に お 尋ね く だ さい 。 
( 各 事 業 所 の 電話 番号 は 本 誌 の 巻 
末 に あり ます ) 


4 月 16 日 ( 土 ) 


@ 角 田 宇宙 推進 技術 セン タ ズ て 10 00 一 15 30) 


4 月 23 日 ( 土 ) 


@ 筑 波 宇 由 セン タ ズ 10: 00 一 16 00) 
@ 沖 縄 宇宙 通信 所 10 00 ご 17 00) 


4 月 2 4 日 (日) 

@ 航 空 宇宙 技術 研究 セン ター 10: 00 了 16 00) 
@ 勝 浦 宇宙 通信 所 10 00~16 00 ) 

@ 種 子 島 宇 直 セン ター 10: 00 一 16 00) 

全 増 田 宇 宙 通 信 所 100 00 て 16 00) 


5 月 14 日 ( 土 ) 


@ 地 球 観測 セン タ ズ 10: 00 一 16 00) 


発行 企画 但 JAXA( 宇宙 航空 研究 開発 機構 ) 
編集 制作 俺 財団 法人 日 本 宇宙 フォ ー ラ ム 
デザ イン 候 Better Days 

印刷 製本 人 株 式 会 社 ビ ー シ ー・ シー 


平成 17 年 3 月 31 日 発行 


JAXASs 


宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 


INF ロ RMIATION 3 


2005 年 度 
振ら 上 げ 等 
計画 


打ち 上 げ 計 画 等 


野口 宇宙 飛行 士 の 
フラ イト 


ロケ ッ ト 幸 打ち 上 げ 場 所 )・ 概要 

@ ス ペー スシ ャ ト ル アメ リカ ) 
@2005 年 5 月 15 日 、 

ケネディ 宇宙 セン ター か ら 打ち 上 げ 。 
野口 宇宙 飛行 士 は 

3 回 の 船 外 活動 を 予定 。 


X 線 天文 衛星 [ASTRO-E2 | 
打ち 上 げ 


@MLV ロ ケッ ト ( 内 之 浦 ) 

@ 軟 X 線 か ら ガ ンマ 線 ま で の 広 淀 域 で の 観測 を 
行う と と も に 、 世 界 で 初め て の 

マイ クロ カロ リー メー ター を 搭載 し て 、 

エネ ルギー スペ クト ル を 精密 に 観測 。 


光 衛 星 間 通信 実験 衛星 
|OICETS」& 小型 衛星 
IINDEX」 打ち 上 げ 


@ ド ニニ エ プ ル ロケ ッ ト ( カザフ スタ ン ) 
@OICETS は 軌道 上 で 、ESA 衛 星 と の 間 で 
光 ビ ー ム の 捕捉 追尾 指向 制御 な ど 

光 衛 星 間 通信 の 実現 の た め の 各 種実 験 を 実施 。 
INDEX は オー ロラ 微細 構造 を 観測 。 


陸 域 観測 技術 衛星 
IALOS」 打ち 上 げ 


@ 日 -||A ロ ケッ ト ( 種子 島 ) 

@ 国 内 と アジ ア 太平洋 地域 な どの 
地図 作成 、 災害 防止 ・ 予防 お よび 
環境 保全 な どの た め に 地表 を 

高 分 解 能 で 観測 。 


小惑星 探査 機 「 は や ぶさ 」 の 
小惑星 [イト カワ | 到着 


@2003 年 5 月 9 日 に 打ち 上 げた 

「 は や ぶさ 」 が 、 小惑星 イト カワ 」 に 到着 。 
その 後 サ ンプ ル を 採取 し 、 
2007 年 夏 地球 に 帰還 予定 。 


|SS Tl 小型 超 音 速 WW オー スト ラリ ア ) 
ロケ ッ ト 実 験 機 ( ロ ケッ ト 実 験 機 ) @ 次 世代 超 音速 機 に 必要 と され る 
飛行 実験 先進 的 な 技術 の 確立 を 目指 す 。 

ロケ ッ ト 打ち 上 げ の 無 推力 実験 機 

( ロケ ッ ト 実験 機 ) に よる 飛行 実験 。 
大 型 ア ン テ ナ 展開 実験 @ ア リア ン ロ ケ ッ ト ( フラ ンス 領 ギ アナ ) 
| LDREX-2 」 @ 技 術 試験 衛星 VI 型 

「 ETS-VlI」 の アン テ ナ 部 分 の 

展開 実験 。 
運輸 多目的 衛星 @H-IIA ロ ケッ ト ( 種子 島 ) 
「 MTSAT-2 | 打ち上げ @2005 年 2 月 26 日 打ち 上 げた 

「 ひま わり 6 号 」 に 続く 打ち 上 げ 。 
赤外線 天文 衛星 @MLV ロ ケッ ト ( 内 之 浦 ) 
|「ASTRO-F」 打 ち 上 げ @ 赤 外線 を 観測 し 、 

銀河 星 . 惑星 の 誕生 と 

その 進化 の 過程 を 探る 。 
情報 収集 衛星 @ 日 -||A ロ ケッ ト ( 種子 島 ) 
打ち 上 げ @ 我 が 国 の 安全 保障 及び 


危機 管理 の た め に 
必要 な 情報 の 収集 を 目的 と する 。 


MI 


STS-114 ミッ ショ ン 

@ 点 検 技術 の 検証 

@ 修 理 技術 の 検証 

野口 宇宙 飛行 士 が 船 外 活動 と し て 、 


シャ ト ル 主 糞 の 耐熱 素材 と 耐熱 タイ ル 


の 損傷 を 軌道 上 で 修理 する 技術 の 
実証 試験 を 行い ます 。 

人 @ 物 資 の 補給 

コン ト ロー ル ・ モ ー メ ント ・ 
ジャ イロ の 交換 

人 @ 衣 外 保管 プラ ッ ト フォ ー ム の 
取り 付け 

打ち 上 け 計 画 

@ 打 ち 上 げ 予 定期 間 

2005 年 5 月 15 日 6 月 3 日 の 間 

人 @ 遇 場 
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スペ ー ス シャ トル の 
打ち 上 げ 再 開 
野 目 宇宙 飛行 土 
上 ウ イス カバ リー 号 」 
で 宇宙 へ 
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2025 年 JAXA が えがく 
宇宙 航空 の 世界 
JAXA シ ン ポジ ウム の 開催 


JAXA は 、 2025 年 まで の 日 本 の 宇 
宙 航 空 の 姿 を 描い ガ JAXA 長 期 
性 2 大 | ジジ] 人 2 だ の) 3 だ (CERI だ 。 ジン 
く の 方 に 知っ て も ら う た め 、 シン 
ポジ ウム を 開催 いた し ます 。 
JAXA シ ン ボ ジウ ム 
@ テ ー マ JAXA 長期 ビジ ョ ン 

( JAXA ビジ ョ ン 2025) 
@ 日 時 4 月 25R 月 ) 

14 00~17 30 
@ 場 所 経団連 会 館 14 階 

経団連 ホー ル 


シン ポジ ウム で は 、JAXA 長 期 ビ 
ジョ ン に つい て 詳し く ご 説明 する 
ほか 、 同 ビジ ョ ン に 関す る パネ ル 
ディ スカ ッ シ ョ ン な ど を 予定 し て 
いま す 。 


STS-114 ミ ッ シ ョ ン 
ロゴ マー ク 
( JAXA) 


訓練 中 の 野口 宇宙 飛行 士 


STS-114 ミ ッ シ ョ ン 
ロゴ マー ク 
( NASA) 
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事業 所 等 一 覧 


3 航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
s 本 182-8522 
東京 都 調布 市 深大寺 東町 7-44-1 
』TEL: 0422-40-3000 
FAX: 0422-40-3281 


東京 事務 所 
〒100-8260 
東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 


TEL: 03-6266-6000 
FAX: 03-6266-6910 


筑波 宇宙 セン ター 

時 305-8505 

茨城 県 つく ば 市 千 現 2-1-1 
TEL: 029-868-5000 
FAX: 029-868-5988 


種子 島 宇 宙 セ ンタ ー 
〒891-3703 
鹿児島 県 熊毛 郡 南 種子 町 
大 字 茎 永 字 麻 津 

TEL: 0997-26-2111 
FAX: 0997-26-9100 


地球 観測 利用 推進 セン ター 
〒104-6023 

東京 都 中 央 区 晴海 1.8.10 
晴海 アイ ラン ド トリ トン スク エア 
オフ ィ ス タワ ー メ X 棟 23 階 
TEL: 03-6221-9000 

FAX: 03-6221-9191 

8 能代 多目的 実験 場 

AM 〒016-0179 

秋田 県 能代 市 浅 内 字 下 西山 1 
TEL: 0185-52-7123 

FAX: 0185-54-3189 


名 古屋 駐在 員 事 務 所 
〒460-0022 

愛知 県 名 古屋 市 中 区 金山 1-12-14 
金山 総合 ビル 10 障 

| 「EL: 052-332-3251 

FAX: 052-339-1280 


臼田 宇宙 空間 観測 所 
〒384-0306 
長野 県 南佐久 郡 臼 田町 

大 字 上 小田 切 字 大 曲 1831-6 
TEL: 0267-81-1230 

FAX: 0267-81-1234 


沖縄 宇宙 通信 所 

〒904-0402 

記 沖縄 県 国頭 郡 恩納 村 字 安富 祖 
則 金 良 原 1712 

TEL: 098-967-8211 

FAX: 098-983-3001 


「JAXA il は 、 
あな た と 宇宙 を 結ぶ 


窓口 で す 。 


東京 駅 丸の内 北 


より 徒歩 1 分 


10 00 一 20 00 年 中 無 作 元旦 を 除く ) 


丸の内 北 ロ ビル ディ ング ( 受付 2) 


航空 宇宙 技術 研究 セン ター 
飛行 場 分 室 

WTI81-0015 

東京 都 三鷹 市 大 沢 6-13-1 
TEL: 0422-40-3000 
FAX: 0422-40-3281 


相模 原 キ ャ ン パ バス 

〒229-8510 

神奈 川 県 相模 原市 由 野 台 3-1-1 
中 「EL: 042-751-3911 

FAX: 042-759-8440 


角田 宇宙 推進 技術 セン ター 
〒981-1525 

宮城 県 角田 市 君 菅 字 小 金沢 1 
TEL: 0224-68-3111 

FAX: 0224-68-2860 


内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 
〒893-1402 

鹿児島 県 肝属 郡 内 之 浦 町 南 
方 1791-13 

TEL: 0994-31-6978 

FAX: 0994-67-3811 


地球 観測 セン ター 
〒350-0393 

埼玉 県 比企 郡 鳩 山 町 大 字 大 橋 
字 沼 ノ 上 1401 

TEL: 049-298-1200 

FAX: 049-296-0217 


三陸 大 気球 観測 所 
〒022-0102 

岩手 県 大 船渡 市 三陸 町 吉浜 
TEL: 0192-45-2311 

FAX: 0192-43-7001 


勝浦 宇宙 通信 所 

〒299-5213 

千葉 県 勝浦 市 芳賀 花 立山 1-14 
TEL: 0470-73-0654 

FAX: 0470-70-7001 


増田 宇宙 通信 所 
〒891-3603 


鹿児島 県 熊毛 郡中 種子 町 
増田 1887-1 
TEL: 0997-27-1990 


FAX: 0997-24-2000 


小笠 原 追跡 所 

〒100-2101 

東京 都 小笠 原村 父島 桑 ノ 木山 
TEL: 04998-2-2522 

FAX: 04998-2-2360 


〒100-8260 東京 都 千 代田 区 丸の内 1-6-5 
丸の内 北 ロ ビル ディ ング 2F 
TEL:03-6266-6400 FAX:03-6266-6910 


宇宙 航空 研究 開発 機構 Wm 


Japan Aerospace Exploration Agency 


JAXA ホ ー ム ペー ジ http:/Www.jaxa.jp 
宇宙 情報 セン ター ホー ムペ ー ジ http://spaceinfo.jaxa.jp 
最新 情報 メー ル サ ー ビ ス http:/Awww.jaxa.jp/pr/mail/ 


